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〔論文審査の要旨〕 
本論文は, 青年期の自己愛的脆弱性と発達早期要因の関連性について, Erikson の心理社会
的課題，Bowlbyの愛着スタイル，Kohutの自己対象体験の 3つの視点から検証したものである。
本論文は、以下の 5つの章から構成されている。 
第 1章「本研究の背景と目的」は、第 1節 「青年期の自己愛に関する研究の動向」,第 2節 







③自己愛的脆弱性と自己対象体験との関連を検討する (研究 3)という本研究の目的を述べた。 
第 2 章「自己愛的脆弱性による青年の類型化 (研究 1)」は, 大学生を対象に,青年の自己愛
的脆弱性を自己愛的脆弱性下位尺度の組合せで類型化し，そのサブタイプについて検討した。
その結果, 自己愛的脆弱性低群(以下,NV 低群)，自己愛的脆弱性高群(以下,NV 高群)，抑制優
位群, 自己緩和困難群の 4つのサブタイプが見出された。 
第 3章「自己愛的脆弱性と心理社会的課題および愛着スタイルとの関連」は, 第 1節「自己
愛的脆弱性と心理社会的課題の達成感覚との関連 (研究 2-1) 」,第 2節「自己愛的脆弱性と愛





第 4章「自己愛的脆弱性と自己対象体験との関連」は, 第 1節 「自己愛的脆弱性と現在の 
自己対象体験との関連 (研究 3-1) 」, 第 2節 「自己愛的脆弱性と親との自己対象体験との関

























1)  Kohutの理論にもとづき，非臨床群の青年の自己愛的脆弱性を類型化し，自己愛的脆弱性 
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